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遠
い
消
費
地
膨
ら
む
送
電
費

新

揺らぐ「低コス ト神話」

埼
玉
県
朝
霞
市
の
朝
霞
駅
か

ら
歩
い
て
１０
分
ほ
ど
の
住
宅
地

に
、

１０
階
建
て
ビ
ル
く
ら
い
の

高
さ
の

「電
柱
」
が
立

っ
て
い

る
。
大
き
な
工
場
な
ど
で
使
う

特
別
高
圧

（
６
万
↓
）
の
電
気

を
送
る
送
電
線
の
鉄
塔
だ
。

通
常
の
鉄
塔
が
東
京
タ
ワ
ー

の
よ
う
に
鉄
筋
を
組
ん
で
造
ら

れ
、
周
り
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲

っ

て
い
る
の
に
対
し
、
１
本
の
ポ

ー
ル
に
な

っ
て
い
て
フ
ェ
ン
ス

も
な
い
。

「
環
境
調
和
型
鉄

塔
」
と
呼
ば
れ
る
。

昨
年
春
に
定
年
退
職
す
る
ま

で
約
３０
年
間
、
東
京
電
力
で
送

電
用
の
鉄
塔
を
設
計
し
て
い
た

大
野
良
夫
さ
ん

（
６４
）
に
よ
る

と
、
ふ
つ
う
の
鉄
塔
で
１
基
あ

た
り
に
使
う
鉄
は
１０

ン
ト
ぐ
ら
い

で
、
材
料
費
は
２
０
０
万
円
弱

だ
。
環
境
調
和
型
は
そ
の
２
倍

ほ
ど
か
か
る
と
い
う
。
１
本
の

ポ
ー
ル
で
も
風
圧
な
ど
に
耐
え

ら
れ
る
よ
う
、
特
殊
な
加
工
を

し
て
い
る
か
ら
だ
。

朝
霞
で
は
１
９
５
０
年
代
に

つ
く

っ
た
鉄
塔
を
７５
年
前
後
に

建
て
か
え
る
際
、
環
境
調
和
型

に
な

っ
た
。

「
コ
ス
ト
が
高
い

の
で
朝
霞
で
は
１
基
だ
け
。
総

務
庁
長
官
を
務
め
た
故

・
玉
置

和
郎
さ
ん
の
家
の
庭
に
あ

っ
た

の
で
採
用
さ
れ
た
と
問
い
た
」

実
は
も

っ
と
費
用
が
か
か
る

鉄
塔
が
あ
る
。
原
発
と
消
費
地

を
結
ぶ
送
電
線
の
鉄
塔
だ
。
大

野
さ
ん
は
原
発
の
コ
ス
ト
を
考

え
る
時
、
送
電
費
用
に
焦
点
を

あ
て
る
べ
き
だ
と
い
う
。

原
発
は
、
大
消
費
地
で
あ
る

東
京
か
ら
遠
く
離
れ
た
福
島
県

や
新
潟
県
に
造
ら
れ
て
い
る
。

東
京
近
郊
に
も
あ
る
火
力
発
電

な
ど
と
比
べ
、
長
く
、
大
が
か

り
な
送
電
設
備
が
必
要
だ
。
電

力
を
送
る
た
め
、

５０
万
哺
と
い

う
超
高
電
圧
の
送
電
線
を
原
発

が
あ
る
地
域
か
ら
消
費
地
ま
で

ひ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
鉄
塔
は
１
基
あ
た
り
の

材
料
が
２
０
０
ト

ン
を
超
え
、
材

料
だ
け
で
１
億
円
近
く
か
か
る

と
い
う
。
さ
ら
に
山
間
部
を
縫

う
よ
う
に
送
電
線
を
張
る
た

め
、
材
料
の
鉄
筋
や
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
ぶ

こ
と
も
あ
る
。
鉄
塔
が
倒
れ
な

い
よ
う
に
地
下
深
く
ま
で
杭
も

打
つ
。
建
設
に
か
か
る
総
費
用

は
、
鉄
塔
１
基
あ
た
り
数
億
円

が
当
た
り
前
と
い
う
。

た
と
え
ば
、
新
潟
県
の
柏
崎

刈
羽
原
発
か
ら
首
都
圏
ま
で
の

送
電
線
の
長
さ
は
約
３
０
０
ξ

に
わ
た
る
。
鉄
塔
は
約
４
０
０

済
間
隔
で
造
ら
れ
、
単
純
計
算

で
７
５
０
基
が
必
要
だ
。

用
地
も
買
収
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
か
な
か
応
じ
な
い

地
主
も
い
れ
ば
、
多
く
売
り
た

い
地
主
も
い
て
、
用
地
は
広
さ

も
形
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
が

ち
。
用
地
に
合

っ
た
鉄
塔
を
そ

れ
ぞ
れ
設
計
す
る
た
め
費
用
は

高
く

つ
く
。
総
建
設
費
は
数
千

億
円
に
達
す
る
と
み
ら
れ
る
。

東
電
の
決
算
書
で
は
送
電
線

な
ど
の

「送
電
設
備
」
の
資
産

が
約
２
兆
円
あ
る
。
そ
れ
だ
け

の
費
用
を
か
け
て
送
電
設
備
を

造

っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
う
ち
距
離
が
長
い
原
発
の

送
電
線
が
か
な
り
の
部
分
を
占

め
る
と
み
ら
れ
る
。

送
電
線
が
走
る
下
の
土
地
も

送
電
だ
け
で
は
な
い
。
発
電

コ
ス
ト
に
も
疑
問
符
が
つ
く
。

民
主
党
政
権
時
代
の
２
０
１

１
年
１２
月
、
有
識
者
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー

・
環
境
会
議
が
、
原

発
や
火
力
発
電
な
ど
の
発
電
に

か
か
る
費
用
の
試
算
を
ま
と
め

た
＝
表
。
直
近
７
年
間
に
運
転

を
始
め
た
最
新
式
の
発
電
所
の

燃
料
費
や
改
修
費
な
ど
の
デ
ー

タ
を
使

っ
た
。
送
電
の
費
用
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

原
発
は
１
♂
ワ
ッ
ト
時

（
ｋ

Ｗ
ｈ
）
あ
た
り
の
費
用
が

「
８

，
９
円
以
上
」
。
原
発
事
故
の

損
害
賠
償
額
や
対
策
費
を
合
め

た
た
め
、

０４
年
に
経
済
産
業
省

の
審
議
会
が
出
し
た
５

ｏ
９
円

を
大
幅
に
上
回

っ
た
。

「以
上
」
と
し
た
の
は
、
福

島
第

一
原
発
事
故
の
賠
償
額
と

対
策
費
が
確
定
し
て
い
な
か

っ

た
か
ら
だ
。
こ
の
時
ま
で
に
把

握
さ
れ
て
い
た
計
５

・
８
兆
円

を
費
用
に
合
め
、
計
算
し
た
。

賠
償
額
は
い
ま
、
政
府
の
原

子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
が
東

電
に
貸
し
出
す
上
限
が
当
初
の

５
兆
円
か
ら
９
兆
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。
対
策
費
は
除
染
や

汚
染
水
漏
れ
の
解
決
が
見
通
せ

ず
、
い
く
ら
か
か
る
か
わ
か
ら

な
い
。
こ
れ
ら
の
費
用
が
２０
兆

円
に
ふ
く
ら
ん
だ
場
合
、
原
発

の
発
電
費
用
は
ｌ
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た

り
１０

ｏ
２
円
に
な
る
。

試
算
で
は
、
石
炭
火
力
が
同

９

ｏ
５
円

、
液
化
天
然
ガ

ス

（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
火
力
が
１０

，
７
円

販
売
単
価

火
・水
力
上
回
る

利
用
権
を
買

っ
た
り
使

用
料

を
払

っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
東
電
で
は
使
用
料
だ
け

で
も
年
間
３
８
０
億
円
だ
。
送

電
線
の
保
守
、
改
修
、
使
用
料

な
ど
を
合
わ
せ
た
費
用
は
年

間
約

３
３
０
０
億
円
に
の
ぼ

る
。

円
に
な

っ
て
も
原
発
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ

よ
り
安
い
と
い
う
計
算
だ
。

本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。

電
力
会
社
は
多
く
の
発
電
方

法
を
持
つ
の
で
、
実
際
の
原
発

の
発
電
費
用
は
わ
か
り
に
く

い
。
そ
こ
で
朝
日
新
聞
は
、
原

発
専
業

の
日
本
原
子
力
発
電

「原
発
が
な
く
な

っ
て
消
費

地

に
近

い
と
こ
ろ

で
発
電
を

す
れ
ば
、
送
電
線
の
投
資
や
費

用
を
か
な
り
減

ら
す

こ
と
が

で
き
る
。
送
電
で
失
わ
れ
る
電

力
の

『
ロ
ス
』
も
減
る
」
。
大

野

さ
ん
は
経
験
か
ら
そ
う
考

え
る
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
と
石
炭
入
力
は
民
主
党

政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
会
議
が

ま
と
め
た
ｌ
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
費
用

（本
社

・
東
京
）
と
、
火
力
、

水
力
発
電
の
電
源
開
発

（本
社

。
東
京
）
に
つ
い
て
、
販
売
価

格
を
販
売
電
力
量
で
割

っ
て
１

ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
単
価
を
そ
れ

ぞ
れ
出
し
、
比
べ
て
み
た
。

す
る
と
、
日
本
原
電
が
０９
年

度
に
ｌ
ｋ
Ｗ
ｈ
あ
た
り
１１

・
１

円
だ

っ
た
の
に
対
し
、
電
源
開

発
は
８

・
２
円
と
低
か

っ
た
。

日
本
原
電
は
経
産
省
の
０４
年

の
試
算
の
倍
近
く
に
な
る
が
、

「発
電
単
価
は

（電
力
会
社
と

の
）
私
契
約
な
の
で
答
え
ら
れ

な
い
」

（広
報
室
）
と
い
う
。

一
方
、
電
源
開
発
は

「古
い
石

炭
火
力
が
中
心
な
の
で
、

（建

設
費
用
な
ど
を
徐
々
に
決
算
処

理
し
て
い
く
）
減
価
償
却
な
ど

の
固
定
費
が
低
く
、
単
価
は
安

く
な
る
」

（広
報
室
）
と
説
明

し
た
。
　
　
・

日
本
原
電
も
原
発
３
基
の
う

ち
、
福
井
県
の
敦
賀
原
発
１
号

機
は
運
転
開
始
か
ら
４３
年
、
ほ

か
の
２
基
は
３５
年
と
２６
年
、
そ

れ
ぞ
れ
経

っ
て
い
る
。
だ
が
、

東
日
本
大
震
災
の
前
か
ら
ｌ
ｋ

Ｗ
ｈ
あ
た
り
の
単
価
は
１０
円
前

後
だ

っ
た
ロ
グ
ラ
フ
。

こ
れ
は
原
発
が
古
く
、
稼
働

率
が
上
が
り
に
く
い
か
ら
だ
。

原
発
は
発
電
し
な
く
て
も
か
か

る
維
持
管
理
費
な
ど
が
発
電
費

用
の
８
割
を
占
め
る
。
こ
の
た

め
、
稼
働
率
が
低
い
と
発
電
単

価
は
上
が
り
や
す
い
。
い
ま
、

国
内
の
原
発
は
４８
基
の
う
ち
２６

基
が
２５
年
以
上
経

っ
て
い
る
。

日本原子力発電が販売した電力の
lkWhあたり単価

10.7円 (LNG火 力)

市
場
の
信
頼

後
ろ
盾
は

醜
聯詢嘲罐鶴
たン」と一戦濾
一́讀
綺
攀

発〔壽
轟
箋
囃
謝
噸
轟
認
鯰
ド
酢
遷
轟

る
一

「
国
策
と
し
て
原
子
力
を

一
話
」
も
揺
ら
い
で
い
る
。

（松
浦
新

）

０
高
圧
の
送
電
線
の

「
環
境
調

和
型
鉄
塔
」
。
通
常
の
鉄
塔
に

比

べ
て
す

っ
き
り
し
て
お
り
、

周
り
に
は
フ
ェ
ン
ス
も
な
い

●
高
圧
の
送
電
線
の
通
常
の
鉄

塔
。

フ

ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
、
敷

地
も
広
い
＝
い
ず
れ
も
埼
玉
県

朝
霞
市
、
松
浦
新
撮
影

「米
国
で
原
発
が
新
設
さ
れ

て
こ
な
か

っ
た
の
は
、
原
発
事

業
者
に
お
金
を
貸
す
金
融
機
関

が
な
か

っ
た
か
ら
だ
」

細
田
健

一
衆
院
議
員
は
昨
年

１１
月
、
東
京
都
内
の
講
演
で
こ

う
訴
え
た
。
自
民
党
で
原
発
推

進
を
主
張
す
る
電
力
安
定
供
給

推
進
議
員
連
盟

（電
力
議
連
）

の
事
務
局
次
長
だ
。

米
国
で
は
、

７９
年
に
ス
リ
ー

マ
イ
ル
島

（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
）
の
原
発
が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

（炉
心
溶
融
）
に
至
る
事
故
を

起
こ
し
た
後
、
原
発
が
新
設
さ

飾
騎
』
設
¨
“
御
硝
“
潮
難
裁

一

必
要
」
。
細
田
氏
は
銀
行
が
融

一

資
で
き
る
よ
う
に
政
府
の

「後

一

ろ
素
針
酵
蹴
帥
漱
耐
筆

し
な
い

一

つ
勲
封
縣
務
¨
¨
象
（
の
論
は

一

す
る
。
原
発
推
進
派
も
知

っ
て

一

このシリーズは終
わります。

記事へのご意見
をメール (keizai@
asalli.com)までお
寄せください。


